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共
同
研
究
の
概
要
と
経
過
関
沢
ま
ゆ
み
一　
共
同
研
究
の
概
要
　
本
報
告
書
は
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
実
施
さ
れ
た
本
館
の
博
物
館
資
料
調
査
（
二
〇
〇
三
年
度
・
〇
四
年
度
）
の
報
告
書
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
一
～
四
（
二
〇
〇
四
年
・
〇
五
年
刊
行
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
の
整
理
を
通
し
て
、
約
六
〇
年
に
及
ぶ
戦
後
史
の
中
で
、
戦
争
体
験
に
関
す
る
情
報
が
い
く
つ
か
の
時
代
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
、
ま
た
語
ら
れ
て
き
た
か
、
そ
の
時
代
推
移
と
と
も
に
、
書
か
れ
る
記
憶
と
語
ら
れ
る
記
憶
の
表
出
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
な
い
、
戦
争
体
験
の
風
化
の
問
題
な
ど
も
あ
わ
せ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
か
か
げ
た
共
同
研
究
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
。
　
こ
の
共
同
研
究
は
、
先
行
し
て
提
案
実
施
し
た
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
か
ら
の
一
定
の
継
続
性
と
取
り
纏
め
の
必
要
性
と
を
考
慮
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
実
施
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
争
体
験
者
の
体
験
年
代
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
時
体
験
の
個
々
の
事
例
の
時
系
列
的
な
位
置
づ
け
や
ま
た
戦
後
の
体
験
記
の
刊
行
状
況
に
み
る
一
定
の
傾
向
性
な
ど
の
確
認
が
行
な
わ
れ
た
。
　
ま
た
、
戦
時
中
の
記
録
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
翻
刻
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
第
一
次
資
料
の
翻
刻
を
行
な
い
、
解
題
を
付
し
て
簡
易
製
本
し
、
『
翻
刻
資
料
集
』
三
巻
を
刊
行
し
た
。
『
皇
國
之
礎
』
（
解
題
荒
川
章
二
）
と
『
第
二
次
世
界
大
戦
終
末
』
（
細
田
與
一
著
・
解
題
横
山
篤
夫
他
）
を
『
翻
刻
資
料
集
』
一
（
二
〇
〇
四
年
度
）
と
し
て
刊
行
し
、
東
筑
摩
教
育
会
作
成
『
神
社
誌
』
（
解
題
伊
藤
純
郎
）
を
『
翻
刻
資
料
集
』
二
（二
〇
〇
五
年
度
）
と
し
て
刊
行
し
、
静
岡
県
磐
田
郡
袖
浦
村
（
現
静
岡
県
磐
田
市
）
出
身
の
上
海
事
変
出
征
兵
士
に
よ
る
軍
事
郵
便
等
一
三
四
点
（
解
題
荒
川
章
二
）
を
『
翻
刻
資
料
集
』
三
（
二
〇
〇
六
年
度
）
と
し
て
刊
行
し
て
、
共
同
研
究
員
を
は
じ
め
広
く
活
用
を
は
か
っ
た
。
　
さ
ら
に
、
本
基
幹
研
究
に
関
連
し
て
、
二
〇
〇
五
年
度
に
は
国
際
研
究
集
会
「
戦
争
体
験
の
語
り
ー
外
国
人
研
究
者
の
視
点
を
中
心
に
ー
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）
」
を
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
日
本
学
術
振
興
会
の
助
成
を
得
て
J
S
P
S
国
際
研
究
集
会
「
戦
争
体
験
の
記
憶
と
語
り
」
を
開
催
し
、
日
本
に
お
け
る
戦
争
体
験
者
の
語
り
の
特
徴
を
分
析
す
る
一
つ
の
機
会
と
し
た
。
二
　
共
同
研
究
の
経
過
（1
）
（2
）
研
究
課
題
「
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
」
実
施
期
間
二
〇
〇
四
年
度
～
二
〇
〇
六
年
度
1
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（3
）
　
研
究
組
織
　
（
◎
は
研
究
代
表
者
）
　
粟
津
賢
太
　
　
創
価
大
学
文
学
部
　
伊
藤
純
郎
　
　
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
　
今
井
昭
彦
　
　
埼
玉
県
立
熊
谷
女
子
高
校
　
大
本
敬
久
　
　
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
　
河
野
　
仁
　
　
防
衛
大
学
校
人
文
社
会
科
学
群
　
坂
井
久
能
　
　
神
奈
川
県
立
神
奈
川
総
合
高
校
　
西
村
　
明
　
　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
　
藤
井
　
昭
　
　
元
広
島
女
学
院
大
学
　
本
康
宏
史
　
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
　
横
山
篤
夫
　
　
関
西
大
学
　
荒
川
章
二
　
　
静
岡
大
学
情
報
学
部
（
本
館
・
客
員
教
員
）
　
新
谷
尚
紀
　
　
本
館
・
研
究
部
◎
関
沢
ま
ゆ
み
　
本
館
・
研
究
部
　
飯
田
瑞
穂
子
　
本
館
・
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
二
〇
〇
四
年
度
）
　
大
庭
大
輝
　
　
本
館
・
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
二
〇
〇
五
～
〇
六
年
度
）
（
4
）
　
研
究
経
過
（
（
）
内
所
属
が
あ
る
の
は
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
第
一
回
研
究
会
関
沢
ま
ゆ
み
二
〇
〇
四
年
五
月
二
二
日
（
土
）
・
二
三
日
（
日
）
俗
博
物
館
基
幹
研
究
の
趣
旨
説
明
『戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
い
て
分
担
課
題
の
検
討
国
立
歴
史
民
の
活
用
に
つ
第
二
回
研
究
会
　
二
〇
〇
四
年
九
月
二
五
日
（
土
）
・
二
六
日
（
日
）
　
国
立
歴
史
民
河
野
　
仁
伊
藤
純
郎
荒
川
章
二
関
沢
ま
ゆ
み
第
三
回
研
究
会
宇
吹
　
暁
高
野
和
彦
前
田
耕
一
郎
高
橋
昭
博
俗
博
物
館
「戦
争
体
験
の
意
味
解
釈
と
歴
史
社
会
学
的
方
法
論
に
つ
い
て
」
「
『戦
争
』
に
関
す
る
研
究
動
向
ー
一
九
八
〇
年
代
以
降
を
中
心
に
ー
」「
『戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
一
・
二
か
ら
見
え
る
も
の
」
「
帰
還
兵
士
と
戦
友
・
戦
没
兵
士
と
遺
族
ー
『
戦
争
と
死
』
の
社
会
化
と
個
人
化
ー
（
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
一
・
二
の
分
析
よ
り
）
」
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
九
日
（
土
）
～
＝
日
（
月
）
比
治
山
大
学
・
広
島
平
和
記
念
資
料
館
・
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
他
（広
島
女
学
院
大
学
教
授
）
「
原
爆
被
爆
者
手
記
と
証
言
活
動
」
（広
島
平
和
記
念
資
料
館
副
館
長
）
「市
民
の
描
い
た
原
爆
の
絵
の
収
集
・
展
示
利
用
に
つ
い
て
」
（国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
館
長
）
「
被
爆
体
験
記
等
の
収
集
・
活
用
状
況
に
つ
い
て
」
（広
島
平
和
記
念
資
料
館
元
館
長
）
「被
爆
体
験
」
第
四
回
研
究
会
　
二
〇
〇
五
年
一
月
二
九
日
（
土
）
・
三
〇
日
（
日
）
　
国
立
歴
史
民
　
　
　
　
　
　
　
俗
博
物
館
　
国
司
巴
b
d
①
白
－
〉
ユ
　
（
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
弓
庁
6
．
ζ
。
日
o
q
b
d
8
日
．
①
且
゜
。
合
9
㏄
『
°
。
巨
o
日
廿
冨
巳
　
　
　
　
　
　
　
勺
隅
゜
・
萄
o
自
く
①
乙
・
o
｛
き
○
暮
ω
庄
2
　
直
野
章
子
　
　
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
2
［共同研究の概要と経過］・　・関沢まゆみ
佐
藤
雅
也
伊
藤
純
郎
新
谷
尚
紀
飯
田
瑞
穂
子
第
五
回
研
究
会
許
　
　
元
横
山
篤
夫
西
村
　
明
大
林
浩
治
「沈
黙
に
耳
を
澄
ま
す
ー
『
原
爆
の
絵
』
作
者
へ
の
聴
き
と
り
か
ら
ー
」
（仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）
「
戦
争
の
民
俗
ー
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
を
ど
う
記
述
す
る
の
か
ー
」
「
戦
争
と
氏
神
ー
長
野
県
東
筑
摩
教
育
会
『
氏
神
信
仰
調
査
』
と
『神
社
誌
』
ー
」
「戦
争
研
究
と
民
俗
学
」
「
戦
後
に
お
け
る
戦
争
体
験
記
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
ー
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
一
～
四
1
」
　
二
〇
〇
五
年
五
月
二
一
日
（
日
）
・
二
二
日
（
土
）
　
国
立
歴
史
民
　
俗
博
物
館
（西
原
大
学
校
韓
国
教
育
資
料
博
物
館
館
長
）
　
「
植
民
地
時
代
に
お
け
る
韓
国
教
育
の
風
景
ー
資
料
を
通
じ
て
見
　
る
植
民
地
時
代
韓
国
教
育
の
風
景
ー
」
　
「
戦
没
者
の
遺
骨
と
陸
軍
墓
地
ー
六
〇
年
後
の
遺
族
の
聞
き
と
り
資
料
か
ら
ー
」
「戦
争
と
宗
教
研
究
」
（金
光
教
教
学
研
究
所
）
　
「
信
仰
営
為
と
銃
後
生
活
体
験
談
・
実
践
談
へ
の
問
い
」
第
六
回
研
究
会
　
二
〇
〇
五
年
六
月
二
五
日
（
土
）
・
二
六
日
（
日
）
　
国
立
歴
史
民
　
　
　
　
　
　
　
俗
博
物
館
　
E
．
ロ
コ
バ
ン
ト
（
東
洋
大
学
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
「
靖
国
問
題
の
概
略
」
　
粟
津
賢
太
　
　
「
集
合
的
記
憶
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
ー
欧
米
の
研
究
動
向
を
中
心
　
　
　
　
　
　
に
ー
」
本
康
宏
史
　
　
「
『
戦
争
と
神
社
』
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
」
坂
井
久
能
　
　
「
『
葉
山
町
戦
没
者
遺
族
台
帳
』
の
調
査
報
告
」
第
七
回
研
究
会
　
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
七
日
　
学
士
会
分
館
　
マ
イ
ケ
ル
・
ル
ッ
ケ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
所
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
「
戦
争
記
念
碑
の
か
げ
に
」
第
八
回
研
究
会
本
康
宏
史
坂
井
久
能
　
　
同
伊
藤
純
郎
大
本
敬
久
粟
津
賢
太
藤
井
　
昭
横
山
篤
夫
西
村
　
明
飯
田
瑞
穂
子
工
藤
紗
貴
子
新
谷
尚
紀
関
沢
ま
ゆ
み
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
六
日
（
土
）
・
二
七
日
（
日
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
営
内
神
社
と
地
域
社
会
ー
『
軍
都
』
金
沢
の
事
例
を
中
心
に
ー
」
「営
内
神
社
等
の
創
建
」
「
三
浦
郡
葉
山
町
に
お
け
る
戦
死
者
の
記
録
」
「
総
動
員
体
制
下
の
神
社
1
『
敬
神
崇
祖
』
の
思
想
ー
」
「戦
時
期
の
戦
争
関
係
祭
祀
と
地
域
社
会
」
「欧
米
に
お
け
る
戦
争
の
文
化
史
的
研
究
」
「
広
島
市
周
辺
地
域
の
『
被
爆
体
験
』
に
つ
い
て
」
「
戦
没
者
の
遺
骨
と
陸
軍
墓
地
（
二
）
ー
東
京
と
大
阪
の
忠
霊
塔
建
設
と
遺
骨
ー
」
「
戦
争
と
宗
教
研
究
－
学
説
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」
「戦
争
体
験
記
の
刊
行
ー
そ
の
高
揚
と
停
滞
ー
」
（総
合
研
究
大
学
院
大
学
）
「
『奈
良
県
風
俗
志
』
に
み
る
戦
争
関
係
の
記
述
」
「
『語
り
』
と
『
記
録
』
の
資
料
論
・
試
論
」
「
『戦
争
と
死
』
の
記
憶
の
個
人
化
と
社
会
化
」
第
九
回
研
究
会
　
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
八
日
（
日
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
3
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ス
ヴ
ェ
ン
・
サ
ー
ラ
（
東
京
大
学
助
教
授
）
　
　
　
　
　
「
ド
イ
ツ
と
日
本
の
歴
史
認
識
に
関
す
る
研
究
」
河
野
仁
　
「
米
国
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
関
連
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
第
十
回
研
究
会
　
二
〇
〇
六
年
四
月
一
五
日
（
土
）
・
］
六
日
（
日
）
　
国
立
歴
史
民
　
　
　
　
　
　
俗
博
物
館
　
菊
池
　
実
（
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
）
　
　
　
　
　
　
　
「
近
代
日
本
の
戦
争
遺
跡
－
戦
跡
考
古
学
の
調
査
と
研
究
ー
」
　
今
井
昭
彦
　
　
「
忠
霊
塔
建
設
に
つ
い
て
」
　
荒
川
章
二
　
　
「
兵
士
が
死
ん
だ
時
」
第
十
一
回
研
究
会
　
二
〇
〇
六
年
九
月
九
日
（
土
）
・
一
〇
日
（
日
）
　
　
　
　
　
　
　
俗
博
物
館
　
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
詳
細
は
『
発
表
・
討
論
要
旨
集
』
参
照
）
　
　
テ
ー
マ
ー
　
忠
魂
碑
・
忠
霊
塔
を
め
ぐ
る
問
題
本
康
宏
史
横
山
篤
夫
粟
津
賢
太
今
井
昭
彦
坂
井
久
能
伊
藤
純
郎
討
論
テ
ー
マ
2
「
戦
争
慰
霊
碑
研
究
の
現
状
と
課
題
」
「
『満
州
』
の
忠
霊
塔
と
大
阪
の
忠
霊
塔
建
設
」
「忠
霊
塔
と
植
民
地
経
営
」
国
立
歴
史
民
「
忠
魂
碑
・
忠
霊
塔
を
め
ぐ
っ
て
ー
群
馬
県
下
の
事
例
か
ら
ー
」「忠
霊
塔
の
建
設
と
そ
の
促
進
」
「忠
霊
塔
と
小
学
校
」
　
　
　
　
語
ら
れ
る
こ
と
・
語
ら
れ
な
い
こ
と
関
沢
ま
ゆ
み
　
「
記
録
と
語
り
ー
事
・
実
を
ど
う
つ
か
ま
え
る
か
ー
」
西
村
　
明
　
　
「
サ
ラ
エ
ボ
に
お
け
る
ユ
ー
ゴ
戦
と
語
り
に
つ
い
て
」
藤
井
　
昭
　
　
「
語
ら
れ
た
こ
と
の
公
刊
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
村
山
絵
美
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
）
　
　
　
　
　
　
「
沖
縄
戦
の
語
り
1
戦
死
者
の
マ
ブ
イ
（
霊
魂
）
　
　
　
　
　
　
伝
承
を
中
心
に
ー
」
　
討
論
調
査
報
告
　
粟
津
賢
太
「中
国
東
北
地
方
調
査
報
告
」
を
め
ぐ
る
第
十
二
回
研
究
会
　
二
〇
〇
七
年
三
月
一
〇
日
（
土
）
・
一
一
日
（
日
）
国
立
歴
史
　
　
　
　
　
　
　
　
民
俗
博
物
館
　
研
究
員
各
位
に
よ
る
『
研
究
報
告
』
投
稿
原
稿
の
内
容
の
発
表
　
　
調
査
報
告
　
　
　
西
村
　
明
　
　
「
グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
調
査
報
告
」
三
　
海
外
調
査
　
共
同
研
究
の
最
終
年
度
の
二
〇
〇
六
年
度
は
、
と
く
に
希
望
者
の
参
加
に
よ
る
海
外
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
第
一
は
、
中
国
東
北
部
の
調
査
（
二
〇
〇
六
年
五
月
一
九
日
～
二
三
日
）
で
、
主
な
訪
問
先
は
、
二
〇
三
高
地
、
東
鶏
冠
山
北
径
塁
、
大
連
外
語
大
学
（
大
連
神
社
跡
）
、
労
働
公
園
（
大
連
忠
霊
塔
跡
）
、
遼
寧
省
図
書
館
、
遼
寧
省
博
物
館
、
奉
天
神
社
跡
、
奉
天
忠
霊
塔
跡
、
九
∴
八
歴
史
博
物
館
な
ど
で
あ
っ
た
。
第
二
は
、
グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
調
査
（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
六
日
～
一
〇
日
）
で
、
主
な
訪
問
先
は
、
ジ
ー
ゴ
太
平
洋
戦
没
者
慰
霊
公
園
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
米
空
軍
基
地
、
ア
サ
ン
太
平
洋
戦
争
記
念
公
園
、
グ
ア
ム
大
学
、
バ
ン
ザ
イ
ク
リ
フ
・
ス
ー
サ
イ
ド
ク
リ
フ
、
ア
メ
リ
カ
記
念
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
南
興
神
社
跡
、
彩
帆
神
社
・
香
取
神
社
跡
、
テ
ニ
ア
ン
等
ス
ー
サ
イ
ド
ク
リ
フ
、
日
の
出
神
社
跡
、
テ
ニ
ア
ン
神
社
跡
、
原
爆
搭
載
地
な
ど
で
あ
っ
た
。
グ
ア
ム
大
学
で
は
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授
と
の
研
究
交
流
も
行
な
っ
た
。
4
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四
　
J
S
P
S
（
日
本
学
術
振
興
会
）
の
助
成
に
よ
る
研
究
集
会
　
共
同
研
究
の
二
年
目
の
二
〇
〇
五
年
度
に
は
、
こ
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
研
究
集
会
「
戦
争
体
験
の
語
り
ー
外
国
人
研
究
者
の
視
点
を
中
心
に
ー
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
集
会
で
は
、
戦
争
体
験
の
語
り
に
つ
い
て
の
資
料
論
的
な
分
析
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
日
本
の
場
合
、
戦
争
体
験
の
語
り
に
つ
い
て
の
調
査
や
研
究
は
一
九
四
五
年
以
前
の
戦
争
を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
過
去
の
戦
争
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
場
合
、
一
九
四
八
年
の
国
家
成
立
以
来
二
〇
〇
五
年
の
現
在
に
お
い
て
も
戦
争
が
継
続
的
な
状
態
に
あ
り
、
い
わ
ば
現
在
進
行
形
的
な
か
た
ち
で
戦
争
が
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
研
究
集
会
で
は
、
戦
争
と
い
う
国
家
的
な
こ
と
が
ら
に
個
人
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
個
人
は
国
家
や
社
会
に
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
研
究
者
を
三
名
招
聰
し
た
。
研
究
集
会
で
は
、
「
戦
争
・
兵
役
・
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
」
に
つ
い
て
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
エ
フ
ラ
ー
ト
・
ベ
ン
・
ゼ
ー
ブ
（
ル
ピ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
助
教
授
）
「
一
九
四
八
年
の
戦
争
の
記
憶
ー
パ
ル
マ
ッ
ハ
退
役
軍
人
（
イ
ス
ラ
エ
ル
丘
ハ
士
）
の
証
言
ー
」
、
エ
ド
ナ
・
ロ
ム
ス
キ
ー
・
フ
ェ
ダ
ー
（
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
・
助
教
授
）
「
戦
争
体
験
を
自
然
な
も
の
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
ー
一
九
七
三
年
の
戦
争
の
イ
ス
ラ
エ
ル
退
役
軍
人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
ー
」
、
イ
ヤ
ル
・
ベ
ン
・
ア
リ
（
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
・
教
授
）
「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
兵
役
と
男
性
の
理
想
像
ー
レ
バ
ノ
ン
戦
争
（
一
九
八
二
）
と
ア
ル
ア
ク
サ
・
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
（
二
〇
〇
〇
ー
〇
五
）
を
例
に
ー
」
の
三
つ
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
最
後
に
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
ベ
ン
・
ア
リ
教
授
に
よ
っ
て
「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
戦
争
と
語
り
の
研
究
動
向
」
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
個
人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
事
柄
の
そ
の
内
容
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
人
が
そ
の
よ
う
な
戦
争
体
験
を
語
る
こ
と
に
お
け
る
そ
の
意
味
の
分
析
に
重
点
を
お
い
た
研
究
を
行
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
か
つ
て
兵
士
で
あ
っ
た
戦
争
体
験
者
の
加
齢
と
そ
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
全
体
の
な
か
で
戦
争
体
験
が
語
ら
れ
る
比
重
の
変
化
、
戦
争
体
験
の
意
味
付
け
と
社
会
の
役
割
、
戦
争
体
験
の
語
り
と
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
な
ど
で
あ
る
。
戦
争
体
験
の
語
り
に
関
す
る
資
料
論
的
な
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
、
新
た
な
分
析
視
点
の
獲
得
と
深
化
お
よ
び
日
本
人
研
究
者
の
分
析
の
傾
向
性
と
特
徴
と
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
な
研
究
集
会
で
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
、
こ
の
研
究
集
会
の
成
果
を
基
礎
に
、
翌
二
〇
〇
六
年
度
に
は
幸
い
に
も
J
S
P
S
（
日
本
学
術
振
興
会
）
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
あ
ら
た
め
て
国
際
研
究
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ト
ニ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
（
バ
ー
ス
大
学
・
教
授
）
「
忘
却
、
追
悼
、
そ
し
て
喪
わ
れ
た
悲
哀
し
、
ヴ
ェ
レ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
ニ
ツ
キ
・
セ
ル
ー
シ
（
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
・
教
授
）
「
記
念
の
本
質
」
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
K
・
オ
リ
ッ
ク
（
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
・
教
授
）
「
悔
恨
の
価
値
ー
ド
イ
ツ
の
教
訓
ー
」
、
エ
フ
ラ
ー
ト
・
ベ
ン
・
ゼ
ー
ブ
（
ル
ピ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
助
教
授
）
・
エ
ド
ナ
・
ロ
ム
ス
キ
ー
・
フ
ェ
ダ
ー
（
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
・
助
教
授
）
・
イ
ヤ
ル
・
ベ
ン
・
ア
リ
（
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
・
教
授
）
「
受
け
入
れ
ら
れ
る
物
語
を
語
る
こ
と
1
伝
記
と
戦
争
体
験
記
に
お
け
る
世
代
の
記
憶
が
表
現
す
る
も
の
ー
」
、
一
ノ
瀬
俊
也
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
助
手
）
「
日
露
戦
争
の
戦
跡
」
、
マ
イ
ケ
ル
・
ル
ッ
ケ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
所
・
教
授
「
近
代
史
に
お
け
る
写
真
の
利
用
に
つ
い
て
ー
山
端
に
よ
る
長
崎
の
写
真
（
一
九
四
五
年
八
月
）
の
場
合
ー
」
、
ジ
ェ
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
チ
ズ
・
E
・
ロ
バ
ー
ソ
ン
（
東
京
女
学
館
大
学
・
教
授
）
「
命
ど
う
宝
ー
沖
縄
の
戦
争
と
平
和
の
歌
に
み
ら
れ
る
文
化
の
記
憶
と
政
治
ー
」
、
関
沢
ま
ゆ
み
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
助
教
授
）
「
『
戦
争
と
死
』
の
記
憶
と
語
り
ー
フ
ラ
ン
ス
の
二
つ
の
事
例
よ
り
ー
」
、
ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
マ
ー
（
上
智
大
学
・
教
授
）
「
ト
ラ
ウ
マ
の
社
会
学
ー
社
会
的
暴
力
に
関
す
る
記
憶
の
想
起
、
忘
却
、
修
正
ー
」
な
ど
、
社
会
学
の
記
憶
論
を
中
心
と
し
て
、
文
化
人
類
学
、
歴
史
学
、
美
術
史
、
民
俗
学
の
各
分
野
か
ら
の
事
例
研
究
な
ど
、
合
計
九
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
欧
米
の
現
在
第
一
線
の
研
究
者
の
参
加
を
得
て
斬
新
な
研
究
視
点
が
提
示
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
戦
闘
を
生
き
5
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残
っ
た
人
々
の
記
憶
の
形
態
に
は
、
忘
却
と
記
憶
だ
け
で
な
く
哀
悼
の
不
可
能
性
（
日
①
巨
｛
身
8
日
o
q
日
）
を
含
め
た
三
種
類
が
あ
る
と
い
う
指
摘
。
ま
た
、
社
会
的
記
憶
の
分
析
理
論
と
し
て
、
従
来
の
機
能
主
義
に
よ
る
記
憶
と
社
会
統
合
の
視
点
で
な
く
、
新
し
い
視
点
と
し
て
社
会
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
記
憶
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
か
と
い
う
対
立
理
論
に
よ
る
視
点
の
提
示
、
そ
し
て
M
．
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
「
責
任
倫
理
」
に
も
と
つ
く
悔
恨
の
政
治
の
樹
立
の
可
能
性
、
さ
ら
に
は
、
キ
ャ
ノ
ニ
カ
ル
・
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
〔
碧
○
巳
6
巴
⑦
q
o
器
日
け
｛
o
ロ
）
と
呼
ば
れ
る
、
時
代
の
エ
ー
ト
ス
（
＜
①
＝
」
巾
、
o
力
已
O
O
O
ψ
力
Q
り
゜
b
ロ
O
巳
Φ
一
）
を
体
現
す
る
記
憶
の
世
代
の
問
題
、
等
々
で
あ
る
。
　
討
論
で
は
、
（
1
）
一
九
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
以
降
の
メ
モ
リ
ー
ス
タ
デ
ィ
ズ
の
現
在
（
2
）
集
合
的
記
憶
と
個
人
的
記
憶
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
問
題
（
3
）
戦
争
体
験
の
記
憶
と
世
代
、
な
ど
が
論
題
と
な
っ
た
。
と
く
に
（
2
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
憶
論
に
お
い
て
そ
の
分
析
の
中
心
は
日
o
日
o
昌
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
種
の
モ
ノ
（
巨
白
σ
q
）
と
も
い
う
べ
き
固
定
し
た
も
の
と
み
な
し
て
き
た
点
を
反
省
し
、
新
し
い
分
析
概
念
を
得
る
た
め
に
、
記
憶
の
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
集
合
的
記
憶
と
し
て
包
括
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
記
憶
の
多
様
な
態
様
が
よ
り
正
確
に
理
解
で
き
る
と
い
う
新
し
い
研
究
視
点
が
提
示
さ
れ
た
。
　
こ
の
国
際
研
究
集
会
で
は
、
戦
争
体
験
の
記
憶
に
は
大
別
し
て
、
国
家
や
集
団
の
記
憶
と
個
人
の
記
憶
と
の
二
種
類
が
あ
り
、
近
年
、
記
憶
の
表
象
と
し
て
の
語
り
（コ
①
『
『
①
已
く
①
）
と
記
録
（
△
0
2
日
o
巨
）
と
表
象
物
（
日
o
巨
日
o
巨
）
が
と
く
に
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
資
料
論
的
な
検
討
お
よ
び
方
法
論
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
語
り
で
あ
る
点
に
留
意
し
な
が
ら
戦
争
体
験
の
記
憶
の
表
象
に
つ
い
て
、
日
本
の
事
例
と
欧
米
諸
国
の
事
例
と
の
比
較
と
分
析
、
そ
し
て
次
世
代
へ
の
戦
争
体
験
の
記
憶
の
継
承
を
め
ぐ
る
日
本
と
欧
米
諸
国
と
の
比
較
と
分
析
と
い
う
二
つ
の
課
題
を
含
み
お
き
な
が
ら
、
戦
争
体
験
の
記
憶
と
表
象
の
あ
り
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
で
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
　
戦
後
六
〇
年
を
迎
え
た
日
本
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
体
験
者
の
高
齢
化
と
戦
争
体
験
の
風
化
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
国
際
社
会
で
は
、
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
集
会
で
は
ま
た
、
記
憶
と
忘
却
、
謝
罪
と
悔
恨
、
惨
劇
と
ト
ラ
ウ
マ
、
な
ど
戦
争
体
験
の
記
憶
と
語
り
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
の
海
外
研
究
者
の
最
新
の
研
究
成
果
を
提
示
し
て
も
ら
い
、
同
時
に
日
本
側
研
究
者
の
見
解
も
あ
わ
せ
提
示
し
な
が
ら
幅
広
い
議
論
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
民
俗
研
究
系
）
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